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これからはじめる方も、現在進行形の方も、ネットで集客する為には

さまざまなスキルやテクニックが多少は必要になります。

しかし、それ以上に「大切な事」がある事を忘れないでください。

それは何かと申しますと、正しい認識を持つことです！

これさえ持っておけば、ネット集客は０ベースからでも必ずうまくいきます。

今日はこの考え方（正しい認識）について重要な部分を噛み砕いて

サイト設計の定義をさせてください。宜しくお願い致します。



単刀直入に個人が作るブログ（サイト）で

今からでも安定したネット集客は本当に可能なのか？

充分可能です。ただし「事前準備」を怠らないことが大前提です。

昨今、手軽にサイトを作れる無料サービスも増えましたので

自営業の方が個人で運営するのも珍しくない時代になりました。

しかし、事前準備をしないまま作られている方がほどんどですから

月に５万～１０万のアクセスも集まられていないのが現状です。

この理由は明確で「設計」を怠っているからになります。



多くの方が、事前準備を怠ったままで
ブログ（サイト）を作ってしまう理由

思い込みとは？

勘違いや早とちりのイメージを正しいと思っていること

先入観とは？

相手のイメージや印象を自分で作って決めてしまうこと



ネットを使って自分のブログに安定したアクセスを集める為には

検索者が上記の様に検索窓に打つ「キーワード」がとても重要です

ただ、アドセンスの場合は細かいキーワードを拾いながら

全体のＰＶを上げていく事が重要になりますので、

愛情や楽しみを持って続けられる「テーマ選び」の方が大切です！



集客する上でキーワードは

もちろん大切です。大切なのですが・・・

誰に向けて記事を書くのか？を

はじめの段階で明確にする事が先です。

心が折れずに「続けられる」為の準備を

稼げていない方はした方が良いということ

色んなノウハウに手を出しても続かないのが

稼げない根本の原因なのだから・・・



コンバージョンさせるには潜在顧客ではなく顕在顧客を集めることが大事ですが、
アドセンスの場合はどこから入り込んでも構いません（ここが良い所です）
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キーワードは無数に転がっています

９５％が閲覧
（教育が必要）

残り５％が真面目に
何かを探している



売れるキーワードなどはこの世に存在しません。

巷の噂に惑わされず自分で実践した結果で判断です。

◆もし、売れるキーワードがあるのならば誰がやっても、

適当に作ったコンテンツでも必ず売れないといけません。

だけどそうじゃありませんよね？

ターゲット選定、ライティングでの伝え方、

画像やリンクの魅せ方で大きく変わります

つまり、競合キーワードと成約キーワードは完全に別物です

また各キーワードが持つポテンシャルは「作り手」で決まるもの

◆調べていない中でキーワード選定をしている時点でズレてます。



テーマが決まったらブレインダンプをします。
テーマが決まらない場合は自分の棚卸し作業です（自分を知る）

自分の事は自分が良く知っていると言われますが、

あまりにも近すぎるからこそ、何が本当は好きで

何が嫌いなのか知っている様で明確には知らないのです。

なぜなら、外に出ている「よそ行きの自分」こそが

自分なのかなと思っている人が大半だからです。

真の自分を見出す為にも「ブレインダンプ」が必要です！



この様にメモ帳や、ノートに書きだしていきます

０１、宇宙について小さい頃から興味があったな

０２、英語を話せるようになってみたい

０３、婚約破棄を２回経験した

０４、フルマラソンを完走できるようになりたい

０５、女性恐怖症になった事がある

０６、整理整頓のスキルを学びたい

０７、本が好きなので速読をマスターしてみたい

０８、とにかく肩こりが激しい

０９、接客業で営業成績が１位になる事が多かった

１０、最近白髪が増えたので減らす方法に興味がある

１１、人見知りをしない、誰とでも話せる

テーマが決まらない時は自分の棚卸しをしてみる

これまでの事を想い出してアバウトに書き出してＯＫ



テーマが決まっている場合。僕だったら１５年間バンドをしてきたので
その経験を活かしてギター初心者に向けたサイトを作るとします。

この様にメモ帳や、ノートに書きだしていきます

ギターの練習方法は何をやればいいのか？

ギターのコード理論について１つずつ話せる

ギターソロの作り方についてのコツ

短期間でギターが弾ける様になる為には

エフェクターの使い方・初心者はまずココ！

アンプの選び方と違いについて

ギターシールドの選び方

自分に合ったギターの選び方

チューニングのやり方

耳コピーを最短で学ぶ為にはどうすれば？

ギター初心者が最初にやるべきこと

アドリブが出来る様になる為には何を学べばいい

基礎練習はどういうことをやっていけばいいのか？

ピックの選び方と持ち方について



書き出したブレインダンプの内容に対して１つずつ

実際に検索されているかどうかだけをチェックして

リサーチという「非効率な作業」を行っていきます！

基本はグーグルサジェストに出てくるかぐらいでＯＫです！

ギターの練習方法は何からやればいいのか？だったら

ギター 練習と検索窓に打ち込んで確認するぐらいでいいです。

キーワードプランナーなどの月間検索数などは過去の産物なので

これらを１つ１つ見ながらチェックする必要はありません（誤差も多いので・・）



Goodkeywordは無料で公開されているので、例えばギター等々で
検索窓に入力すると、ギター 初心者・ギター上達・ギター アドリブなど
検索者が何を知ろうとしているのか？が表面的に分かります。

＊あくまで、表面的に分かるだけです。
なぜ、表面的という言葉を使うのか？
相手の気持ちが分からないからです







相手の顔が見えなくても、
市場の簡単なリサーチは
かなり出来ます！

ヤフー知恵袋をはじめ
教えて！gooなど

ブレインダンプでノートに
書いたギターの練習
方法について

「ギター 練習」で検索

初心者だったら
初心者も追加してみる

ギター 練習 初心者



自分が提供できること＝それが市場にあるのか？

仮に市場と合っていないのなら、市場に合わせる

市場としてなかったら、それは提供すべき内容ではない

★この３つを基本軸としてください★

自分と市場のズレを確認していく為にも、ヤフー知恵袋などを

上手に活用しながらマッチング作業を進めていく

添付のエクセルなどを使ってまとめても良いですし、

Ｇメールを使われている方は、スプレットシートを

活用しても良いです。



ブレインダンプで書き出した数だけ、リサーチをします。（２～３か月掛かってもＯＫ）

エクセルにまとめたものを、今度はマインドマップを使って設計図にしていきます。

枝のカテゴリとなるキーワードまで決まったら、ＴＯＰページのキーワードを最後に決めます。

テーマがギター初心者ならば「ギター 初心者」のキーワードを選びます。月にどれぐらいなどは

特に気にしなくていいです。全てＴＯＰに集まる訳ではないので・・・



設計図が出来たら、ソーシャルメディアに役割を持たせる
ツイッター、アメブロ、ＦＢページ、グーグル＋

設計図を通じて、ツイッターで投稿する内容、アメブロで運営すること

ＦＢページに投稿する内容、グーグル＋に投稿する内容を分けていく

あるソーシャルの投稿に対して、連動機能を持たせるのは全く意味がない

なぜなら、各ソーシャルに集まっている層が違うから・・

例 ツイッターとアメブロ、アメブロとフェイスブック

各メディア共々、ある内容に対して特化しているコンテンツだと、

検索エンジンにもユーザーにも認識してもらうことが重要

（これらがメインページへの導線となる）



設計図が出来た後に次に行う事は、

ブランド名とＴＯＰページのタイトル決めです。

ブランド名で検索をされるとサイトリンクも出やすくなります。



ブランド名は造語で構いません。先程のギターでしたら

「ギタリズム」とか「六弦の騎士」とか単語と単語を足して

４～６文字ぐらいで作成するのが理想ですね。

ブランド名とＴＯＰのキーワードを混ぜたサイトタイトルを

エッグジョブでは作ります。最大で２８文字前後で作成します。

ＳＥＯ的に狙うキーワードは左から詰めて

タイトルを作成するのが理想ではありますが

最近はそこまで重視していない傾向もありますし

ＴＯＰページはブランド名を先に持って来て作ります。



ＴＯＰのサイトタイトルはこんな感じで作りました。

～六弦の騎士～ ギター初心者にベテランが教える上達のコツ

コンテンツが育って、ブランド名を覚えてもらえれば

ブランド名で検索が掛かります。ここがとても重要です！

あなたがサイトアフィリで取り組んでいるジャンルでも

ブランドサイトが上位に来ている事が多いと思います。

お気に入りにして直接来ている場合もあるでしょうし

ブランド名で検索され出すと評価は上がっていきます。



また僕が本格的に今から作成していくならば、

コンテンツが育っていくのと同時にメルマガをはじめます。

もちろん、ギターに対してどんな事を書くのかを

再度考察しないといけませんが、

メルマガで商品を売るのではなくサイトの中で読んで欲しいＵＲＬを

こちらからプッシュして読んでもらう為に行います。

更にアンケートも取って、どんな事を知りたいのか？

今後の記事ネタとなる情報収集にも力を入れていくと思います。



カテゴリも、個別ページでタイトルを作成する時は

ターゲットとなる方が「ギター練習」で検索をした際、

表示される検索結果のタイトルを見て

自分の事だなと分かる様に後半のタイトルに力を入れてください。

ギターの練習方法。未経験者が上手くなる為のコツとは？

ギターの練習はどうする？│未経験なら７日間だけコレをする

記事タイトルに中身が負けていないかどうか？

よかれと思って内容以上の事を書いていないか？

点と点を線にする事を大切にしてください。



コンテンツの３秒ルールはヘッダーの文言で決まる

（フォント・画像を含む）

ここにどんなキャッチコピーを入れてあげるのか？テストを繰り返します。

フォント・ひらがな・カタカナ・漢字・サイズだけでも、

訪問者の行動は大きく変わる

ＮＯＴＲＥＡＤが重要
ヘッダーを疎かにしない



ヘッダーに入れる
キャッチコピーは
絶対に疎かにしない



全体デザインや使用する写真のインパクトは

作り手の思い込みや先入観を持たないこと

インパクトについて勘違い・・

インパクトはこちらのイメージで決めるものではなく

「相手にとってインパクト」があるかどうか？が大事です

ネットは顔が見えないからこそ、売り上げ・利益の前に

相手にとって自分はどうあるべきか？が全てです。


